
	業務の実績の説明

	補助対象事業の名称（補助事業者名）

	「V-Lowマルチメディア放送波とLPWAを用いた聴覚障害者への防災・生活情報
コミュニケーションシステムの研究開発」（東京マルチメディア放送株式会社）

	補助対象事業の概要

	【研究開発の全般について】

	①補助対象事業の概要
	V-Lowマルチメディア放送を用いて、聴覚障害者に対して自治体や各種団体からわかりやすく防災情報や日常生活情報を伝達するシステム一式を構築し、試験運用を通じて課題を検証する。あわせて、LPWA（IoT向け低速通信網）による簡便・安価な上り通信手段を組み合わることで、それらの情報の伝達確認や、聴覚障害者の社会参加を促進するコミュニケーションの仕組みを構築し、試験運用する。

	②補助対象事業の目標
	V-ALERTで伝達されることが期待される複数の災害パターンについて画像・文字の派生表現の作成を行い、入力支援システムに搭載した。平成30年度事業においては暫定的なユーザーインターフェースを搭載し、自治体等が緊急情報を発報する際に、健常者向けの情報提供と同時に、障害者グループに向けて対応する表現を半自動的に選択し、発信できる機能を搭載する。

	③研究開発期間
	平成３０年度～平成３１年度

	④補助金（前年度までの累計）
	０　千円

	【平成３０年度実施部分について】

	⑤平成３０年度補助金
	６，８３２　千円

	⑥研究開発の実施内容
	本研究開発は、当社が提供するV-Lowマルチメディア放送を用いたマルチメディア防災情報伝達システム「V-ALERT」の音声・文字・画像伝達機能の特性を活かし、聴覚障害者に対する双方向のコミュニケーションを効果的に行うための開発を行うものである。その開発は以下の５つのスコープに分割される。

1 聴覚障害者にとって理解しやすい表現の配慮がなされた災害情報を、簡易に自治体担当者が入力・放送するシステム（平成30年度実装）

2 受信した情報を聴覚障害者に配慮した形式で再生する受信システム（平成30年度課題検証、実装）

3 公共空間等で受信機器を持たない当事者に対してSoundUDシステムを活用した伝達の可用性調査（平成30年度可用性調査）



	【平成３０年度実施部分における研究開発課題の成果や評価結果について】

	⑦研究開発の成果
	・災害内容を当事者に瞬時に伝える手法として、画像（ピクトグラム）と文字の併用による伝達が効果的であることが確認された。情報提示の時間として、画像に対して5秒、文字約１２０文字に対して１０秒程度が、妥当であることが示唆された。
・災害の内容を示すピクトグラムには、国際規格・国内統一規格が定められており、これらが比較的理解度も高いものであることが改めて確認できたが、ごく一部の災害に対応するものしかないほか、色彩を伴う指定がないため、緊急性を視覚的に訴え、かつ誤解しやすい表現については複数のピクトグラムと文字の組み合わせで理解を正確にする手法を立案した。この手法を基に、複数のピクトグラムをV-ALERT放送に適した画像素材として確立し、入力支援システムに搭載した。

・文字情報の作成にあたっては、まず災害ごとの定型文の様式を「やさしい日本語」に基づき作成し、当事者の意見を反映してブラッシュアップしたものを、入力支援システムに搭載した。ラジオ型受信機において改行位置などが当事者の可読性に大きな役割を果たすことがわかったため、プレビュー機能も搭載した。災害時における文字表現の臨機の編集については今後の検討課題である。

	⑧研究成果の応用状況、利用状況
	現在はなし。

	⑨論文数
	０件
	⑩被引用論文数
	０件

	⑪特許申請件数（国内）
	０件
	⑫特許取得件数（国内）
	０件

	⑬特許申請件数（海外）
	０件
	⑭特許取得件数（海外）
	０件

	⑮受賞数（国内）
	０件
	⑯受賞数（海外）
	０件


